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コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当
高橋 功吉 （たかはし こうきち）

利益に対する考え方の違い

　高い利益率を確保できている企業と、そうではない企業を比較

すると、利益に対する考え方が大きく違う。高い利益率が確保で

きている企業には赤字商品というようなものはないし、利益率の

低い商品もない。「10％以上の利益率が確保できないような商品

は出す価値はありません」という発言さえ聞かれる。それに対し

て利益の確保ができていない企業では、「赤字ですが限界利益が

確保できるので…」とか、「お客様からのコストダウン要請にも

対応しないといけませんので…」というように、赤字や利益率が

低いものも、事業の推進には必要という考え方が根付いている。

利益は社会への貢献度を示す

  このように、常に 2 桁の利益率を確保している企業と、低い利

益率しか確保できていない企業とでは、根本的に利益に対する考

え方が違うということだ。

  その背景には、高い利益率を確保している企業は、いかに価値

ある商品を提供するか、他に無い自社ならではの商品を提供する

かが使命というように、理念の中に、利益は社会への貢献度を示

すものというような考え方が示されている企業が多いのではない

かと感じる。

  実際、価値が認められなければ価格は安くなる。利益が確保で

きないということは、魅力ある商品が提供できていないというこ

とであり、社会への貢献ということでは、どの企業でもできる商

品しか提供できていないということに他ならない。言い換えれば、

赤字とか利益率の低い商品しか出せていないということは、社会

への貢献も低く、利益が低いのは当然ということになる。

高利益率の企業への変革

　ところで、いきなり高利益率の企業にすると言ってもすぐに変

革することは難しい。それは価値ある商品を提供するには、それ

なりの開発力や技術力、他社ではできないものづくり力などがな

いと難しいからだ。いかにそれを意識して取り組むか、中期経営

計画の中でも、これらを明確にして具体的に取り組むことが大切

だ。また、他社でもできるような商品や事業をズルズルと継続す

るのではなく、高い利益が確保できる事業に経営資源を集中する

ことが重要だ。このあたりの事業戦略が明確にできていないと、

高利益率の企業に変革することは難しい。

  併せて重要なのが、赤字でも仕方がない、低利益率の商品も顧

客との関係で必要という考え方をいかに変革していくことができ

るかだ。実際、10％の利益を確保しようと思っても、一つでも赤

字の商品があれば、10％の利益の実現は程遠いものになってしま

う。赤字の商品が全体の足を引っ張って、2 桁の利益率の実現な
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ど絶対に不可能ということになるからだ。流石に限界利益がマイ

ナスというような商品は論外だが、赤字の商品があるようでは、

高い利益率の確保は絶対にできない。すなわち、先ず、赤字商品

は作ってはならないということを徹底することが第一だ。高い利

益率を出している企業では「赤字商品など出したら大変です」と

言われるが、低い利益率しか確保できていない企業は、このこと

に対して危機感が薄く、やめられないので仕方がないと放置して

いることさえある。

  すなわち、高い利益率の企業と低い利益率の企業とでは、利益

に対する常識が根本的に違うということであり、まず利益に対す

る意識を変革することが大切ということだ。

　ところで、皆さんの企業では、利益に対する常識はどうなって

いるだろうか。赤字でも仕方ないといっている企業に明日はない。

もしこのような企業なら、先ずは利益に対する常識を変革するこ

とから始めてみてはどうだろうか。

【第３面から続く】

  27 日、ドルバーツは 32.45 近辺でスタート。アジア通貨は FOMC 後

の金利低下を受け、全面高の展開となる中で 32.40 へ下落するも、

イタリアの財政不安からユーロ売りが進むとドルが買われ、32.40 付

近で底堅く推移した。翌月末日となる 28 日に入ると、前日のアジア

通貨高の流れを引継ぎ、また月末フローからバーツ買いが進行、

32.30 台前半へ下落した。同日タイ中銀から発表されたタイ 8 月貿易

統計では輸出 ( 前年比 )5.8%( 前月 8.3%)、輸入 ( 前年比 )24.2%( 前

月 12.4%) と輸入が大幅に拡大し、経常収支は $753M( 予想 $1,359M)

と予想対比大幅に下落するも、相場への影響は限定的であった。海

外時間に入って、32.30 付近へ下げ幅を拡大した。

  月が変わって 1 日に入ると、ドルバーツは 32.30 付近でスタート。

この日に発表されたタイの 8 月消費者物価指数は 1.33%( 前年比、予

想 1.28%) と予想を上回る結果に、バーツ高が進行し一時 32.20 前半

へ下落するもその水準では底堅く推移した。2 日、32.30 近辺でオー

プン。中国とインドが祝日で休場となる中で、ドルが全般的に買わ

れる展開にドルバーツも上昇。ここ数日に渡りバーツ高が大きく強

まっていた反動もあり、ドルバーツは一時 32.40 近辺まで上昇した。

次なるイベント探しの展開に当面は 32台半ばでの値動きが続くか。

　9 月末にタイ中銀から発表された、8 月貿易統計は輸出が低下し、

輸入が大幅に上昇といった結果に、米中の貿易摩擦を懸念する声も

聞かれたが、現時点では判断が難しいところ、26 日に開催された

FOMCでは、予想通り米政策金利が引き上げられ2.25%となった。また、

同時に発表されたドッドチャートでは、2019 年は 3.25%、2020 年は

3.50% と、来年、もしくは再来年には一旦の上値に到達することが示

された。かかる中、米中貿易摩擦に関しては、引続き解決の糸口の

見えないものの、既にこのどん底とも取れる状況の中、本件を契機

としたリスクオフの展開とはならないものと予想。いずれにしても、

次なるイベントは米国の中間選挙か。

  10 月に入って、タイ 9 月 CPI が発表され、マーケット予想を上回

る結果となるも、1.33% と前月 1.62% 数値からは後退する結果。タバ

コ価格の税金による上昇影響が解消されたこと等が一つの要因と

なっている模様であるが、タイ政策金利の利上げに向けては決して

プラスではないものと考える。とすると、新しい材料出尽くし感の

中で、次なるイベント探しの展開に、ドルバーツは 32 台半ばから前

半にかけての値動きが続くものと予想している。（10 月 3 日 21：00）

　山崎　浩幸

ドルバーツは底堅く推移
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